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The unique luminal staining pattern of cytokeratin 5/6 in adenoidcystic 
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論文審査の要旨

乳腺腺様嚢胞癌は乳癌では稀ではあるが、針生検などの限られた検体では病

理診断がしばしば難しく、非腫蕩性病変である collagenous spherulosis や予

後の悪いトリブ。ルネガティブ乳癌との鑑別が必要となってくる。

本研究は腺様嚢胞癌の特徴である luminal cell よりなる真腔と abluminal

cell よりなる偽腔を 11 種類の免疫染色抗体を用いて統計学的方法で検討した。

乳腺腺様嚢胞癌 14 例とともに、比較検討対象として正常乳腺組織と collagenous

spherulosis 5例を用いて検討した結果、腺様嚢胞癌における真腔のマーカーとし

てはサイトケラチン 7，EMA が、偽腔のマーカーとしては、 type IV collagen ， p63 ， 

vimentin がもっとも感度・特異度の高い抗体として示された。さらにその中で、

筋上皮・基底細胞マーカーと認識され、 abluminal ce l1に陽性と予測されるサ

イトケラチン 5/6 が、腺様嚢胞癌では ablu 日dnal cell より luminal ce l1に発

現する逆転現象を見出した。これらの所見は腺様嚢胞癌の診断に有用であり、

微小な検体や collagenous spherulosis などの組織学的に類似した像を呈する病変

との鑑別に有用なマーカーとなりうることを示した。今後、腺様嚢胞癌の予後

と形態・分子病理学的解析への発展、疾患頻度の高い唾液腺の腺様嚢胞癌への

応用などが期待され、学位に値するものと評価される。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに乳腺病理学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。
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